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卒業生 寄 稿 次
世
代
に

伝
え
た
い
。

「
心
」の
ふ
る
さ
と
伊
勢
か
ら
参
列
し
て

│「
学
び
」の
ふ
る
さ
と
への
里
帰
り
│

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
に
伊

勢
か
ら
出
向
き
ま
し
た
。
私
に

と
っ
て
の
学
生
時
代
の
東
京
大

学
は
、
貪
欲
な「
学
び
」の
場
で

し
た
。
今
回
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
イ
へ
の
参
列
は
、こ
の「
学

び
」の
ふ
る
さ
と
へ
の
里
帰
り
で

し
た
。

東
京
大
学
で
は
大
学
院
農
学

研
究
科
に
在
籍
し
て
農
業
工
学

を
専
攻
し
て
お
り
ま
し
た
。
専

攻
の
講
義
の
他
に
東
京
大
学
大

学
院
の
他
の
専
攻
科
な
ら
び
に

研
究
科
の
ゼ
ミ
へ
の
出
席
、大
学

院
生
仲
間
と
の
勉
強
会
、
外
国

か
ら
の
留
学
生
と
の「
学
び
」の

で
の
あ
ら
ゆ
る
手
段
に
よ
り
知

識
、
気
づ
き
を
得
る
営
み
で
す
。

こ
の
よ
う
に「
学
び
」続
け
る

う
ち
に
、
日
本
の
農
業
と
文
化

の
み
な
ら
ず
、
外
国
の
文
化
に

も
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
研
究
対
象
と
し
て
の
農

学
の
他
に
、
豊
富
な
内
容
を
も

つ
農
の
文
化
、
国
民
性
へ
も
興

味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。「
農
は
国
家
の
大
本
な
り
」

への
興
味
で
す
。

こ
う
し
た
中
、
伊
勢
の
神
宮

へ
の
奉
職
と
な
り
ま
し
た
。
神

宮
で
は
、
お
米
の
生
育
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
種
々
の
お
祭
り
も

他
に
、
留
学
生
の
出
身
国
の
文

化
と
触
れ
合
う
機
会
で
も
あ
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
東
京
大
学
以

外
の
大
学
、
研
究
所
、
国
と
各

地
方
の
行
政
機
関
、
学
会
、
企

業
な
ど
へ
も
出
か
け
る
こ
と
に

よ
り
、
多
士
済
済
の
方
々
の
多

様
な「
学
び
」の
姿
勢
に
触
れ
る

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。「
学
び
」

は
、
講
義
、
ゼ
ミ
、
本
の
他
に
、

人
と
の
出
会
い
を
通
じ
た
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
行
動
す
る
中

で
の
気
づ
き
な
ど
の
生
活
の
中

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
日
本
は

「
豊
葦
原
の
瑞
穂
の
国
」と
も
呼

称
さ
れ
る
様
に
、
名
実
共
に
、

お
米
、
農
は
国
の
大
本
で
あ
り

ま
す
。
お
祭
り
を
続
け
る
に
は

多
種
多
様
な
職
務
を
必
要
と
し

て
お
り
、
現
在
に
至
る
ま
で

種
々
の
職
務
を
経
験
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
き
ま
し
た
。
こ
の

種
々
の
職
務
の
一
つ
一
つ
の
中
に

も
東
京
大
学
在
学
時
代
に
培
っ

た「
学
び
」の
姿
勢
は
生
き
続
け
、

「
学
び
」の
ふ
る
さ
と
と
意
識
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

自
然
の
中
で
人
は
社
会
を
つ

く
り
、生
活
を
営
む
と
こ
ろ
に
、

自
然
へ
の
感
謝
の
心
、
自
然
の

奥
深
さ
、人
の「
心
」の
大
切
さ

を
育
む
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。「
学
び
」の
姿
勢
は「
心
」

の
修
養
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
伊

勢
の
神
宮
は「
心
」の
ふ
る
さ
と

で
あ
り
、
東
京
大
学
は「
学
び
」

の
ふ
る
さ
と
で
あ
り
ま
す
。

感
謝
の「
心
」と
慎
み
の「
心
」

を
大
切
に
、
東
京
大
学
で
培
っ

た「
学
び
」を
原
点
に
、
生
活
の

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、
今
後
と
も

「
学
び
」続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
筆
者
注
）「
学
び
」と
は
、
漫
然
と
学
ぶ
態
度
で

は
な
く
、
学
志
を
持
っ
て
あ
ら
ゆ
る
組
織
お
よ

び
状
況
か
ら
貪
欲
に
学
ぶ
こ
と
を
意
識
し
た
。

「
心
」と
は
、
野
性
的
な
心
か
ら
の
解
脱
を
目
指

し
、「
学
び
」の
姿
勢
で
の
心
の
状
態
を
意
識
し
、

一
般
的
表
現
の「
心
の
ふ
る
さ
と
」と
区
別
す
る

た
め
。

S63年大学院農学研究科
農業工学専攻博士課程単位取得
宗教法人 神宮奉職（※）
URL http://www.isejingu.or.jp

（※）伊勢神宮は通称で、正式名称は神宮です。
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赤門学友会
新規入会同窓会のご紹介

◎東京大学東雪会OB会
運動会スキー部の卒業生の会
代表者　黒岩和夫

◎84ＳⅠ・9Ｂクラス会
Ｓ59年入学の理Ⅰ・9Ｂで一緒にドイツ語を初修した
仲間たちが、美味しいお酒と語らいを楽しむ会。
オリター長　町田直希

◎エスイチ会
Ｓ32年入学の理Ⅰ・9Ｂクラス会
旅行ゴルフなどで旧交を温める会。
幹事　吉田和彦

●医学部1958年卒業五十年
（医学部三三会）記念文集
幹事のお一人、風祭 元さんから
ご寄贈がありました。

●「知恵と正義（マコト）と友情と」
（29ＬⅠ・8Ｂクラス会文集
卒業五十年記念誌）

幹事の黒木久夫さんからご寄贈が
ありました。

N
EW

同
窓
会
・
イ
ベ
ン
ト
開
催
報
告

川
口
順
子
さ
ん
が
イ
ェ
ー
ル
大
学
か
ら

W
ilbur

C
ross

賞
受
賞
の
栄
に
浴
し
た
ご
報
告
で
す
。

Senator Yoriko Kawaguchi（教養学部University of
Tokyo, 1965）was one of five Yale alumni to receive
the Wilbur Cross Medal－the Yale Graduate School
Alumni Association's highest honor－on October 7,
2008. This medal is awarded to recognize the distin-
guished career of its recipients. Other awardees this
year included David Kennedy（Pulitzer Prize-winning
author and professor of history at Stanford University）
and Stephen Emerson（prominent biologist and the
President of Haverford College）.
The Wilbur Cross Award was established in 1966 to
honor Mr. Wilbur Cross who served as Dean of the
Graduate School from 1916 to 1930. He was a schol-
ar of distinction in English literature and after his retire-
ment from Yale University became the governor of
Connecticut. Past awardees include scholars, scien-
tists, artists, and others prominent in their respective
fields. Ms. Kawaguchi, who received a Master of
Philosophy degree in economics in 1972, is the first
Japanese to receive this award. She currently serves
on the President's Council on International Activities at
Yale.
（大迫政子氏のお手紙を頂戴し、長文でしたので、以下は掲載を割愛しま
した。赤門学友会のウェブサイトで全文及び邦訳をご覧いただけます。）

毎
年
9
月
第
1
土
曜
日
に
開
催
し
て

い
る
福
井
銀
杏
会
の
総
会
・
懇
親
会

が
、
9
月
6
日
ユ
ア
ー
ズ
ホ
テ
ル
フ
ク
イ

で
、会
員
28
名
の
参
加
に
よ
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
第
7
回
を
迎
え
る
今
回

の
総
会
で
は
、
福
井
出
身
の
東
大
生

産
研
・
吉
川
暢
宏
教
授
を
お
迎
え
し
、

「
産
学
連
携
の
理
想
と
現
実
」を
テ
ー

マ
に
ご
講
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
懇

親
会
で
は
、自
慢
で
き
る
福
井
の
魅

力
を
再
発
見
し
、紹
介
す
る「
考
福
学
」

に
ち
な
ん
だ
謎
掛
け
口
上
大
会
を
企

画
。
各
テ
ー
ブ
ル
の
代
表
が
力
作
を

披
露
し
た
結
果
、
優
勝
し
た
の
は
新

入
会
員
・
宇
佐
美
君
の
作
品
。「
福
井

の
き
れ
い
な
海
と
か
け
て
、中
老
年
オ

ジ
サ
ン
の
心
の
叫
び
と
解
く
。
そ
の

心
は
、若
さ（
若
狭
）最
高
！！
」で
し
た
。

恒
例
の
全
員
１
分
間
ス
ピ
ー
チ
も
盛

り
上
が
り
、終
始
大
笑
い
が
絶
え
な
い

な
ど
盛
会
で
し
た
。（
福
井
銀
杏
会
事

務
局
　
北
川
寛
子
）

福
井
銀
杏
会
総
会

東
大
懐
古

シドニー淡青会

シ
ド
ニ
ー
の
同
窓
会
の
メ
ン
バ
ー
は

30
名
程
度
で
し
て
年
に
数
回
程
集

ま
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
い
つ
も
と

趣
向
を
変
え
て
若
手（
と
い
っ
て
も

平
成
卒
業
者
と
い
う
こ
と
で
相
当

幅
が
あ
り
ま
す
が
）で
の
忘
年
会
を

企
画
し
ま
し
た（
12
月
11
日S

ea
Treasure

）。

他
の
大
学
と
違
い
東
大
の
同
窓
会

は
と
い
う
の
は
か
な
り
珍
し
い
こ

と
も
あ
り
、
参
加
者
一
同
懐
か
し

い
大
学
時
代
の
話
題
で
相
当
盛
り

上
が
り
ま
し
た（
例
え
ば
駒
場
寮

が
ま
だ
あ
っ
た
こ
ろ
の
話
等
々
）。

ま
た
、メ
ン
バ
ー
は
公
務
員
・
会
社

員（
商
社
・メ
ー
カ
ー
・
銀
行
等
）・
弁

理
士
等
様
々
で
し
た
の
で
日
頃
と

違
っ
た
業
種
の
話
を
す
る
の
に
も

良
い
機
会
だ
っ
た
よ
う
で
、
今
回

も
な
か
な
か
楽
し
い
会
と
な
り
ま

し
た
。（
西
田
智
Ｈ
４
法
）

三
年
振
り
に
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
に
参
加
し

た
。
自
宅
か
ら
南
北
線
で
一
直
線
、
東
大
正
門

前
ま
で
歩
く
と
昔
は
此
処
に
市
電
の
停
留
場
が

あ
っ
た
。
正
門
を
入
る
と
銀
杏
並
木
は
昔
な
が

ら
に
美
事
で
あ
る
。
入
学
早
々
樹
下
で
水
戸
高

同
級
の
佐
藤
哲
郎（
元
最
高
裁
判
事
）、
鈴
木
雅

雄（
戦
死
）と
一
緒
に
撮
影
し
、
翌
春
は
内
藤
祐

次
君（
水
戸
高
ラ
グ
ビ
ー
後
輩
、エ
ー
ザ
イ
社
長
）

に
こ
の
並
木
路
で
会
っ
た
が
、
皆
亡
く
な
っ
た
。

二
十
二
番
教
室
は
本
学
学
長
平
野
龍
一
氏
等
と

一
緒
に
学
ん
だ
と
こ
ろ
。
刑
事
訴
訟
法
の
團
藤

重
光
先
生
は
お
若
か
っ
た
。（
以
下
は
赤
門
学
友

会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
記
載
し
ま
す
）

│
六
十
六
年
前
の
昔
の
で
き
ご
と
で
あ
る
。

（
平
井
さ
ま
は
2
回
目
の
投
稿
で
す
が
、ス
ペ
ー
ス
が
足
り
ま
せ
ん

の
で
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
全
文
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

平
井（
旧
姓
柚
木
）弘
　

（
ひ
ら
い
ひ
ろ
し
）

S
17
年
法
学
部
卒

現
）日
中
太
極
拳
交
流
協
会
監
事

赤門学友会ウェブサイトhttp://www.todai-alumni.jp

英国赤門学友会
1月24日に英国赤門学友会が発足しました。
（次号でその様子を報告する予定です。）



駒
場
理
系
の
沿
革

前
号
で
も
教
養
学
科
の
歴
史
を

ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、１
９
５
１
年

に
設
立
さ
れ
た「
教
養
学
科
」内
に
、

玉
虫
文
一
教
授
ら
自
然
科
学
系
教

官
の
主
導
で
科
哲
分
科
が
発
足
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、駒
場
の
理
系
の

学
科
と
し
て
、
学
部
創
設
の
理
念
で

あ
る「
レ
イ
ト
ス
ペシ
ャ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」

を
追
求
し
た
基
礎
科
学
科
が
発
足

し
更
に
基
礎
科
学
第
一
第
二
と
分

か
れ
る
な
ど
駒
場
の
理
系
学
科
が

拡
大・
発
展
し
ま
し
た
。
１
９
９
６

年
の
後
期
課
程
改
革
に
伴
っ
て
、
現

在
の
３
学
科
体
制(

基
礎
科
学
科
、

生
命
認
知
科
学
科
、
広
域
科
学
科)

と
な
り
、
科
哲
は
基
礎
科
学
科
に
属

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
際
、

科
哲
の
ほ
か
、
認
知
行
動
・
人
文
地

理
な
ど
教
養
学
科
に
属
し
て
い
た
分

科
が
理
系
学
科
に
加
わ
り
、そ
れ
ぞ

れ
の
学
科
は
理
系
で
あ
り
な
が
ら
学

際
性
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、文
系
学

科
と
の
連
携
も
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
後
期
課
程
の
あ
り
方
を

支
え
て
い
る
の
が
大
学
院
の
体
制

で
、こ
ち
ら
は
90
年
代
前
半
の
重
点

化
の
過
程
で
上
述
の
３
分
科
の
教
員

を
取
り
込
ん
で
、
学
際
的
な
理
系
の

大
学
院（
広
域
科
学
専
攻
の
３
系
）

と
な
り
ま
し
た
。

科
哲
分
科
の
概
要

現
代
に
お
い
て
目
覚
し
い
発
展
を

遂
げ
て
い
る
科
学
技
術
を
見
据
え
な

が
ら
、「
科
学
と
は
何
か
」を
問
い

続
け
る
と
こ
ろ
に
科
哲
の
中
心
課

題
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
問
い
を
追
求

す
る
た
め
に
、
歴
史・
哲
学
・
社
会
学

な
ど
の
多
様
な
人
文
科
学
系
学
問

の
方
法
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
科
学
哲
学
の
歴
史
で
は
、

Ｒ
･
カ
ル
ナ
ッ
プ
や
Ｋ
･
ポ
パ
ー
な

ど
古
典
的
な
哲
学
者
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
し
、
科
学
史
研
究
で
は
中
国

科
学
史
の
草
分
け
の
Ｊ
･
ニ
ー
ダ
ム

な
ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
科
学

と
歴
史
共
通
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
研
究
者
と
し
て
は
何
と
い
っ
て

も
パ
ラ
ダ
イ
ム
論
を
提
起
し
た
Ｔ
･

ク
ー
ン
が
著
名
で
す
。
日
本
で
も
西

田
幾
多
郎
を
は
じ
め
京
都
学
派
の

な
か
で
も
科
学
科
学
哲
学
は
一
定

の
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。
科
学
哲

学
も
科
学
史
も
そ
れ
ら
が
学
問
分

野
と
し
て
成
立
し
て
か
ら
既
に
50
年

以
上
の
歴
史
を
経
て
、
現
在
は
科
学

技
術
社
会
論（
Ｓ
Ｔ
Ｓ
）と
い
っ
た
新

し
い
分
野
が
で
て
き
た
た
め
、
科
哲

も
２
分
野
か
ら
３
分
野
体
制
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

分
科
所
属
の
学
生
は
一
学
年
７

か
ら
８
人
と
少
数
で
す
が
、こ
れ
は

駒
場
の
後
期
課
程
共
通
の
特
徴
で

も
あ
り
ま
す
。
４
学
年
で
卒
論
を
は

じ
め
る
ま
で
は
で
き
る
だ
け
広
く
科

目
を
と
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
て
い
ま

す
。
科
哲
の
学
学
生
の
卒
業
後
進
路

は
修
士
課
程
進
学
と
就
職
が
半
数

く
ら
い
で
す
。
修
士
か
ら
は
博
士
課

程
進
学
す
る
学
生
が
殆
ど
で
す
。

卒
業
生
と
同
窓
会

「
東
大
科
哲
の
会
」を
組
織
し
て
毎

年
の
定
時
総
会
、不
定
期
の
懇
話
会
、

会
報
発
行
を
続
け
て
い
ま
す
。
も
と

P R O F I L E

村田純一（むらたじゅんいち）
私立武蔵高校出身、理科Ⅰ類入学
S47年教養学科科哲分科卒業
S55年大学院理学系研究科博士課程単位
取得。東洋大助教授、東大助教授を経て
H8年教養学部教授就任、現在に至る。

教養学部●科哲研究室

科哲講座の教官と院生

広域科学専攻
日経ＢＰムック社刊

東京大学のゼミ・研究室の歴史
と人脈をたどります。第7回は
駒場「理系」の基礎科学科 科学
史・科学哲学分科(以下、科哲）
の村田純一研究室を取材しま
した。科哲研究室は大学院で
は相関基礎科学系に属します
（因みに総合文化研究科の理
系は「広域科学専攻」で、他に
生命環境科学系、広域システム
科学系があります：写真参照）。
大学院の各系は大講座制をと
り、教養学部の1･2年生（前期）、
3･4年生（後期）の教育も担当し
ます。駒場14号館3階の研究室
で村田教授からお話をお聞き
しました。
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研究室を
つなぐ
人々●7

赤
門
を
入
っ
て
左
折
し

正
門
へ
通
ず
る
銀
杏
と

ク
ス
ノ
キ
の
並
木
道

（
約
２
５
０
米
）

こ
の
路
に
沿
っ
た
建

物
は
、
東
側
が
史
料
編

纂
所
、
総
合
図
書
館
、
明

治
文
庫（
法
学
政
治
学
研

究
科
附
属
の
）な
ど
歴
史
的
ア
ー
カ

イ
ブ
な
ら
、
西
側
は
２
０
０
３
年

竣
工
の
法
学
政
治
学
系
総
合
研
究

棟（
現
ロ
ー
ス
ク
ー
ル：

槙
文
彦
氏

設
計
）や
２
０
０
８
年
完
成
の
情
報

学
環「
福
武
ホ
ー
ル
」
な
ど
で「
新

時
代
の
知
」と
大
学
と
社
会
を
結
ぶ

「
出
会
い
の
場
所
」を
目
指
し
た
施

設
と
で
あ
る
。
そ
の
一
角
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー（
U
T
C

C
旧
・
図
書
館
製
本
所
）は
表
の
ガ

ラ
ス
壁
モ
ダ
ン
建
築
、
裏
側
は
１

９
１
０
年
完
成
の
レ
ン
ガ
造
り
、と

二
つ
の
時
代
を
融
合
す
る
。
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
を
南
か
ら
北
へ
と
歩
を
進

め
る
と
、
ま
ず
は
重
要
文
化
財
の

赤
門
。
瓦
の
紋
所
が
梅
鉢
紋
・
三
葉

葵
・
學
の
３
種
あ
り
１
８
０
年
の
歴

史
が
凝
縮
し
て
い
る
。
横
の
U
T

C
C
は
大
学
関
連
グ
ッ
ズ
販
売
に

留
ま
ら
ず
将
来
は
社
会
と
の
接
点

を
更
に
広
げ
る
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
る
。

す
ぐ
脇
に
は
50
セ
ン
チ
口
径
の
光

電
子
倍
増
管（
ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ
カ

ン
デ
に
て
使
用
中
）の
展
示
と
ベ
ン

チ
。
隣
の
福
武
ホ
ー
ル
は
景
観
を

考
慮
し
２
階
建
て
に
抑
え
１
階
に

は
U
T
カ
フ
ェ
な
ど
、地
下
２
階
に

は
福
武
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ア
タ
ー
、
ラ

ー
ニ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
な
ど
の
最
新
施

設
を
備
え
公
開
講
座
な
ど
に
も
利

用
さ
れ
る
。
法
科
大
学
院
南
の
藤

棚（
パ
ビ
リ
オ
ン
）脇
に
は「
日
本
民

法
学
の
父
」
梅
謙
次
郎
博
士
ゆ
か

り
の
木
斛
と
梅
が
移
植
さ
れ
た
。

路
の
東
側
に
移
る
と
北
か
ら
順
に
、

城
郭
風
外
観
の
法
学
部
４
号
館（
大

そ
の

◆十一
本郷キャンパス構内

知のプロムナード（創立130周年記念事業）逍遥 ④

本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
８
つ

の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
の
内
、

今
回
は「
情
報
の
道
」を
散

策
し
ま
す
。

注）創立130周年記念事業「知のプロムナード」のコンセプトは「人々
が東京大学の知的活動の足跡を知ることができ、また、散策しながら
くつろぎ、語り合い、思索ができるキャンパスを目指す」というものです。
URL：http://www.130ut.pr.u-tokyo.ac.jp

谷
幸
夫
氏
設
計
）、
史
料
編
纂
所

（
内
田
祥
三
氏
設
計
）、
教
育
学
部

棟
と
並
ぶ
。
新
建
築
の
福
武
ホ
ー

ル
は
福
武
總
一
郎
氏
な
ど
の
寄
附

に
基
づ
き
安
藤
忠
雄
氏
設
計
で
昨

年
月
新
設
さ
れ
た
。
全
長
１
０
０

米
の
建
物
は
京
都
三
十
三
間
堂
を

モ
チ
ー
フ
と
し
て
い
る
そ
う
だ
が

路
と
の
間
に「
考
え
る
壁
」が
立
ち

は
だ
か
り
既
存
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
建

築
と
新
し
い
世
界
と
の
一
線
を
画

す
趣
で
あ
る
。
過
去
の
新
建
築
と

同
様
に
こ
の
壁
も「
景
観
と
の
違
和

感
」か
ら
反
対
論
が
あ
っ
た
こ
と
も

付
記
し
て
お
こ
う
。
東
側
の
銀
杏

並
木
は
初
冬
の
頃
黄
色
の
落
葉
と

ギ
ン
ナ
ン
を
敷
散
ら
し
人
々
に
冬
支

度
を
迫
り
、
西
側
塀
沿
い
の
推
定

樹
齢
80
年
超
の
ク
ス
ノ
キ
列
は
本

郷
通
り
の
騒
音
と
排
気
を
遮
断
し

て
く
れ
る
。

情報の道

＊URL：http://hps.c.u-tokyo.ac.jp/

●3 50センチ口径
光電子増倍管

●2 情報学環・福武ホール

●1 史料編纂所玄関

●4 本郷通りに面したクスノキ並木と塀

●1

●3
●4

●2
●5法学政治学系

総合教育棟

総合図書館 赤門総合
研究棟

法学部4号館

正門
赤門

（旧加賀屋敷御守殿門）

●5 梅謙次郎博士ゆかりの梅ノ木とモッコク

も
と
は
卒
業
し
た
先
輩
方
が「
科
哲

シ
ニ
ア
会
」を
自
主
的
に
組
織
し
、
学

士
会
館
で
講
演・
懇
親
を
重
ね
て
い

た
も
の
を
１
９
９
８
年
11
月
に
組
織

替
え
し
て
現
在
の
形
に
な
り
ま
し

た
。
先
輩
後
輩
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン

も
良
好
で
、会
報「
科
哲
」も
学
術
色

の
あ
る
中
味
の
濃
い
も
の
で
す
。
Ｏ

Ｂ・Ｏ
Ｇ
に
は
、Ｓ
30
年
卒
の
田
代
圓

さ
ん（
東
ソ
ー
会
長
）、鈴
木
邦
彦
さ

ん（
医
学
部
進
学
、
米
国
で
医
教
授

を
歴
任
）、Ｓ
31
年
卒
の
秦
葭
哉
さ

ん（
慶
大
医
学
部
へ
進
み
杏
林
大
教

授
な
ど「
老
年
病
学
」の
権
威
）、Ｓ
40

年
卒
の
石
弘
之
さ
ん（
朝
日
新
聞
か

ら
東
大
教
授・ザ
ン
ビ

ア
大
使
）、Ｈ
６
年
卒

東
浩
紀
さ
ん（
批
評

家
）な
ど
の
方
々
、ま

た
本
学
や
他
大
学
の

教
員
な
ど
を
輩
出
し

て
い
ま
す
。
会
は
今

年
創
立
10
周
年
を
迎

え
、会
員
数
は
１
３

０
名
強
で
す（
現
在

の
代
表
理
事
は
上
野

紘
機
さ
ん
）。

参考文献「東京大学 本郷キャンパス案内」（木下直之、岸田省吾、大場秀章 著）

URL : http://hps.c.u-tokyo.ac.jp/



2 0 代の卒業生必見！

気 鋭 の 若 手 東 大 卒 業 生 た ち に 捧 ぐ新連
載

図書のお奨め

悩
す
る
世
界
、そ
の
背
後
に
あ

る
も
の
」「
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
を

知
る
手
が
か
り
」「
ア
ジ
ア
の
な

か
で
日
本
を
考
え
る
」「
人
生
の

糧
を
索
め
て
」と
い
う
五
章
に

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

章
立
て
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ

う
に
、
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

本
は
実
に
多
彩
で
、『
民
主
主

義
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
│
新
興
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
の
形
成
』（
恒
川
惠

市
編
・
早
稲
田
大
学
出
版
部
、

２
０
０
６
年
）の
よ
う
な
専
門

書
か
ら
、『
コ
ン
タ
ク
ト・
ゾ
ー
ン
』

（
篠
田
節
子
、
文
春
文
庫
、２
０

０
６
年
）と
い
っ
た
小
説
ま
で
含

ま
れ
て
い
る
。
読
書
案
内
と
し

て
秀
逸
で
あ
る
ば
か
り
で
な

く
、山
内
氏
の
評
論
そ
の
も
の

が
十
分
読
み
応
え
の
あ
る
本
で

あ
る
。

思い出のキャンパスで心あたたまるウェディング

強い結束力で勢いづく東大空手部

今
、
東
大
空
手
部
は
勢
い
づ

い
て
い
ま
す
。
熱
気
と
気
迫
に

満
ち
た
七
徳
堂
で
の
練
習
を

見
れ
ば
そ
の
勢
い
を
肌
で
感

じ
ま
す
。
昨
年
は
七
帝
戦
で
男

女
と
も
に
優
勝
、全
国
国
公
立

大
会
優
勝（
二
連
覇
）、全
日
本

大
学
大
会
で
は
ベ
ス
ト
８
入
り

と
破
竹
の
快
進
撃
を
続
け
て
い

る
か
ら
で
す
。
大
正
14
年
に
創

部
、
戦
争
の
波
に
翻
弄
さ
れ
な

が
ら
も
一
昨
年
創
部
80
周
年

を
迎
え
た
空
手
部
は
、
今
、
名

実
と
も
に
充
実
し
て
い
ま
す
。

練
習
に
は
東
大
拳
法
会
の
O

B
の
方
た
ち
も
参
加
さ
れ
、
後

輩
の
指
導
と
同
時
に
ご
自
分

の
練
習
も
行
っ
て
い
ま
す
。
あ

る
女
子
部
員
を
指
導
し
て
い
た

O
B
は「
今
年
の
女
子
は
ス
ジ

が
良
い
」と
ご
満
悦
で
し
た
。

練
習
は
各
種
の
技
を
決
ま
っ
た

順
序
で
進
め
る
演
武
か
ら
始

ま
り
、
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
で
組

み
手
が
始
ま
り
ま
す
。
O
B
の

方
が
試
合
で
恐
怖
を
感
じ
る

と
語
っ
て
い
ま
し
た
が
、
本
当

に
す
ご
い
迫
力
で
す
。
最
後
の

O
B
と
現
役
部
員
が
混
じ
っ
た

演
武
は
圧
巻
で
す
。
社
会
の
各

界
で
活
躍
さ
れ
、
年
齢
的
に
も

高
い
社
会
的
地
位
に
就
い
て
お

ら
れ
る
O
B
が
現
役
部
員
と

一
緒
に
汗
を
流
す
姿
、
そ
こ
に

東
大
空
手
部
の
結
束
力
の
強

さ
を
感
じ
ま
す
。
こ
の
結
束
力

こ
そ
東
大
空
手
部
の
強
さ
の

源
な
の
で
す
。
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東
大
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に

あ
る
、
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン

「
ル
ヴ
ェ
ソ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
駒
場
」は

オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
約
５
年
、

以
来
、
学
内
外
を
問
わ
ず
食
事

と
懇
談
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。
周
囲
を
美
し
い
自

然
が
彩
る
旧
一
高
同
窓
会
館

だ
っ
た
瀟
洒
な
洋
風
建
物
は
、

ま
る
で
絵
画
の
よ
う
な
佇
ま
い

で
す
。
室
内
の
イ
ン
テ
リ
ア
も

ク
ラ
シ
ッ
ク
で
重
厚
、上
品
で

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
を
醸
し
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
卒
業
生

や
関
係
者
限
定
で
ウ
ェ
デ
ィ
ン

グ
パ
ー
テ
ィ
が
で
き
ま
す
が
、
非

常
に
好
評
で
、
最
近
は
年
間
40

組
以
上
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま

す
。
広
い
ガ
ー
デ
ン
で
の
挙
式

や
デ
ザ
ー
ト
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
、２
階

は
待
合
室
、１
階
は
パ
ー
テ
ィ
会

場
に
使
用
で
き
、
明
る
い
陽
射

し
に
包
ま
れ
な
が
ら
思
い
出
の

キ
ャ
ン
パ
ス
で
心
の
こ
も
っ
た
ウ

ェ
デ
ィ
ン
グ
が
演
出
さ
れ
ま
す
。

お
料
理
は
シ
ェ
フ
が
お
二
人
の

ご
希
望
を
伺
い
な
が
ら
オ
リ
ジ

ナ
ル
フ
レ
ン
チ
コ
ー
ス
を
ご
用
意

し
ま
す
。
特
に
喜
ば
れ
て
い
る

の
が
リ
ク
エ
ス
ト
さ
れ
た
モ
チ

ー
フ
を
形
に
し
た
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

ケ
ー
キ
、
部
活
や
二
人
の
出
会

い
、ケ
ー
キ
を
話
題
に
パ
ー
テ
ィ

は
盛
り
上
が
り
ま
す
。
ゲ
ス
ト

に
も
印
象
深
い
式
と
な
る
で
し

ょ
う
。
人
生
の
記
念
す
べ
き
日

を
ゆ
か
り
の
大
学
で
刻
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

『歴史のなかの未来』

山内昌之／著

新潮選書／2008年

知スポーツ

キャリアカンパイ

古田元夫教授（大学院総合文化研究科）から
若人へのメッセージ

http://www.toudai-karate.com/ http://www.todai-alumni.jp/kenpoukai/

大
学
の
教
師
を
し
て
い
る
せ

い
か
、
同
窓
会
な
ど
で
友
人
に

会
う
と
、
最
近
読
ん
だ
お
も
し

ろ
い
本
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
と

言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
だ
が
、

私
な
ど
は
、自
分
の
研
究
に
関

わ
り
の
あ
る
本
を
除
く
と
、あ

ま
り
人
に
紹
介
で
き
る
よ
う
な

も
の
を
読
ん
で
い
な
い
の
で
、

返
答
に
窮
す
る
こ
と
が
多
い
。

こ
の
点
、今
回
取
り
上
げ
た

本
の
筆
者
の
山
内
昌
之
氏
は
、

た
い
へ
ん
な
読
書
家
で
あ
る
。
山

内
氏
の
専
門
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム

地
域
研
究
、国
際
関
係
史
だ
が
、

そ
の
論
壇
で
の
活
躍
は
、
氏
の

膨
大
な
読
書
量
に
よ
っ
て
も
支

え
ら
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
山
内
氏
が「
毎
日

新
聞
」や「
週
刊
ポ
ス
ト
」な
ど

に
寄
せ
た
書
評
を
一
冊
に
集
め

て
、そ
れ
を「
読
書
の
真
善
美
」

「
歴
史
か
ら
何
を
学
ぶ
か
」「
苦

世代を越え、領域を越えて

男
女
共
同
参
画
室
主
催
・

さ
つ
き
会
な
ど
協
力
の「
キ

ャ
リ
ア・ガ
イ
ダ
ン
ス
│
東
大

卒
の
翔
く
女
性
た
ち
│
」が

９
月
24
日
情
報
学
環
福
武
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

基
調
講
演
は
、ま
ず
元
文
部

大
臣
赤
松
良
子
さ
ん
が
ご
自

分
の
経
験
を
振
り
返
り
な
が

ら「
い
つ
か
バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

に
た
て
る
」「
志
は
高
く
、
世

の
役
に
た
つ
た
め
努
力
し
よ

う
」と
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

り
、次
に
東
大
気
候
シ
ス
テ

ム
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
高
藪

縁
さ
ん
か
ら
、な
ぜ
研
究
の

道
を
選
ん
だ
か
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
披
露
さ
れ
、
研
究
者
を

志
す
学
生
た
ち
に「
基
礎
力

を
つ
け
る
こ
と
」「
世
界
に
飛

び
出
し
仲
間
を
作
ろ
う
」と

ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、５
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、

信
太
恵
子
さ
ん（
教
育
卒
、
朝

日
新
聞
）、
町
田
朋
美
さ
ん

（
法
卒
、
東
京
海
上
）、
高
久

真
理
子
さ
ん（
理
卒
、ア
ク
セ

ン
チ
ュ
ア
）、中
川
登
紀
子
さ

ん（
工
卒
、
日
本
ロ
レ
ア
ル
）、

堀
井
紀
壬
子
さ
ん(

経
卒
、Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
Ｇ
Ｅ
Ｗ
Ｅ
Ｌ
）、コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
男
女
共

同
参
画
室
の
都
河
明
子
さ

ん
で
し
た
。
会
場
を
埋
め
た

学
生
た
ち
か
ら
次
々
と
活
発

な
質
問
が
飛
び
交
い
、
留
学

生
の
英
語
で
の
質
問
も
あ

り
、パ
ネ
リ
ス
ト
は
一
つ
一
つ
の

質
問
を
丁
寧
に
受
け
止
め
、

時
に
は
厳
し
く
、
時
に
は
熱

い
回
答
を
返
し
て
３
時
間
半

を
越
す
熱
い
集
会
と
な
り
ま

し
た
。 男女共同参画室主催の

キャリアガイダンス
東京大学キャリアサポート室・さつき会
協力の東大女子学生対象セミナー

卒業生組織は東大挙法会
（会長　石塚彰氏
事務局長　渡邉泉郎氏）

東京大学空手部

●1（1F LSV）03-5790-5931
（2F 橄欖）03-5790-5921
（ブライダルのご相談は03-5840-9277）
●時（1F LSV）11：00～14：30 17：00～21：00
（2F 橄欖）12：00～14：30 18：00～21：30
●休 ルヴェソンヴェール駒場 無休

橄欖 日・祝 休
http://www.madoi-co.com

i n f o r m a t i o n

Lever son Verre
ルヴェソンヴェール駒場

http://kyodo-sankaku.u-tokyo.ac.jp



［略歴］
1950年3月14日 兵庫県生まれ　灘高等学校出身
1972年3月 東京大学法学部卒業
1974年3月 東京大学大学院法学政治学研究科修士課程修了
1980年9月 東京大学大学院法学政治学研究科博士課程修了
1992年4月 東京大学新聞研究所教授
2000年4月 東京大学大学院情報学環教授

東京大学大学院情報学環長、大学院学際情報学府長
（～2002年3月）

2005年4月 東京大学理事・副学長就任　現在に至る
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信
託
銀
行
の

遺
言
関
連
業
務
に
つ
い
て

私
は
信
託
銀
行
で
遺
言
関
連
業
務
に
従
事
し
て
い
る
財

産
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
す
。
信
託
銀
行
の
遺
言
業
務
は
、
公

正
証
書
遺
言
の
作
成
、
遺
言
書
の
保
管
、
遺
言
の
執
行
ま

で
の
一
連
の
業
務
を
、
銀
行
が
責
任
を
持
っ
て
行
う
専
門

性
の
高
い
業
務
で
す
。
遺
言
が
無
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
場
合
に
は
、
相
続
人
の
委
任
を
受
け
て
行
う
遺
産
整

理
業
務
も
含
め
て
、
遺
言
関
連
業
務
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
世

の
中
に
は
、
社
会
の
役
に
立
ち
た
い
と
思
い
な
が
ら
実
現

で
き
な
い
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
例
え
ば
、自
分
又

は
肉
親
の
母
校
に
財
産
を
遺
贈
す
る
こ
と
は
、
将
来
社
会

に
有
為
な
人
材
を
育
成
す
る
手
助
け
に
な
り
大
き
な
社
会

貢
献
で
す
。
遺
言
は
そ
う
い
う
方
々
の
思
い
を
実
現
さ
せ
ま

す
。
こ
の
お
手
伝
い
を
可
能
に
す
る
た
め
中
央
三
井
信
託

銀
行
は
東
京
大
学
と
遺
言
業
務
で
提
携
し
て
い
ま
す
。
卒

業
生
・
在
学
生
の
皆
さ
ん
に
も
、こ
の
よ
う
な
社
会
貢
献
の

方
法
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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─
東
─
京
─
大
─
学
─
基
─
金
─
か
─
ら
─
の
─
お
─
知
─
ら
─
せ
─東京大学基金事務局

電 話：03-5841-1217
Eメール：kikin@adm.u-tokyo.ac.jp
ホームページ：http://utf.u-tokyo.ac.jp

東大・イェール大卒業生国際交流会

6月29日（月）
〈ワークショップ〉 9：30～13：00 東京大学山上会館
●AYA（Association of Yale Alumni）Mark・R・Dollhopf氏講演　
『イェール大学における校友会　組織と活動』
●分科会による討議、Q&A（通訳つき）
テーマ（１）AYAと校友及び校友組織とのコラボレーション　

年次、地域、クラブ、海外、リユニオン
（２）学生、留学生への支援活動　
（３）ファンドレイジング　組織と運営

〈レセプション〉 18：00～20：00 東京大学山上会館

6月30日（火）
〈ワークショップ〉 9：30～13：00 東京大学山上会館
●赤門学友会役員による講演　
『東京大学における学友会　組織と活動』
●分科会による討議、Ｑ＆Ａ（通訳つき）
テーマ（１）赤門学友会と卒業生及び学友組織　

年次、地域、クラブ、海外、リユニオン　　　　　　
（２）学生、留学生、地域への支援活動　
（３）地域同窓会　組織拡充

7月1日（水）
〈フェアウェルパーティー〉 18：00～20：00 学士会館

Profile
玉川栄一　
S53年法学部卒
中央三井信託銀行
三軒茶屋支店　
主席財産コンサルタント

濱は
ま

田だ

純じ
ゅ
ん

一い
ち

教
授

新
総
長
に
選
出

（
２
０
０
８
年
11
月
27
日
）

任
期
は
２
０
０
９
年
４
月

か
ら
６
年
間
で
す
。

東
京
大
学
基
金
は
、
学
内
の
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支
援
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、今
回
は
学
内
保
育
園
整
備
を
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

学
内
保
育
園
整
備

東
京
大
学
で
は「
子
育
て
と
仕
事
」、「
子
育
て
と
研
究
」、「
子

育
て
と
学
業
」な
ど
の
両
立
支
援
策
と
し
て
、
ま
た
、
職
場
環
境
、

学
習
環
境
の
向
上
及
び
東
京
大
学
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
学
内
保
育
園
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
Ｈ
20
年
12
月
に
柏
ど
ん
ぐ
り
保
育
園
が
開
園
し
、現
在
、

本
郷
、
駒
場
、
柏
、
白
金
の
４
キ
ャ
ン
パ
ス
全
て
に
保
育
園
の
整
備

が
進
み
、
本
学
の
学
生
・
教
職
員
・
研
究
従
事
者
の
方
々
に
広
く
利

用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

大
学
内
に
保
育
施
設
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
生
の
子
弟

を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
夜
遅
く
ま
で
実
験
・
観

察
を
行
う
な
ど
の
大
学
の
研
究
者
独
特
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
保
育

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
東
京
大
学

で
は
男
女
共
同
参
画
計
画
に
基
づ
き
、こ
れ
ら
の
施
策
を
通
し
て
、

女
性
研
究
者
の
支
援
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
回
の
保
育
園
整
備
に
お
い
て
は
、
皆
様
か
ら
頂
戴
し
た
ご
寄

附
に
よ
っ
て
、
本
学
の
男
女
共
同

参
画
や
次
世
代
育
成
支
援
の
た

め
の
環
境
整
備
が
促
進
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
東
京
大
学
基
金

に
対
す
る
暖
か
い
ご
支
援
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

学
内
保
育
園
と
東
京
大
学
基
金

本郷けやき保育園の開園式（H20年4月）

東
京
大
学
基
金
に
寄
附
を
頂
い
た
方
々
を
対
象
と
し
て
セ
ミ

ナ
ー
等
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
催
し
を

随
時
開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。

小
石
川
植
物
園
セ
ミ
ナ
ー

東
京
大
学
基
金
へ
ご
寄
附
い
た

だ
い
た
方（
今
回
は
定
員
に
限
り

が
あ
る
た
め
、Ｈ
17
年
度
、Ｈ
18

年
度
に
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し

た
貢
献
会
員
の
方
）に
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
、11
月
27
日
、12

月
４
日
に
本
学
理
学
系
研
究
科

附
属
植
物
園（
小
石
川
植
物
園
）

に
て
寄
附
者
特
別
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
植

物
園
園
長
の
邑
田
教
授
よ
り「
熱
帯
植
物
の
不
思
議
を
さ
ぐ
る
」

と
の
タ
イ
ト
ル
で
大
変
興
味
深
い
お
話
を
伺
い
、ま
た
、
植
物
園

温
室
で
実
物
を
ご
覧
頂
き
な
が
ら
、熱
帯
植
物
の
形
や
生
き
方

の
不
思
議
に
つい
て
も
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

今
後
も
随
時
こ
の
よ
う
な
セ
ミ
ナ
ー
等
を
企
画
し
、
ご
寄
附

い
た
だ
き
ま
し
た
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
に
お
目
に
か
か
れ

る
機
会
、
ご
意
見
を
頂
戴
す
る
機
会
を
設
け
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
基
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

Ｈ
20
年
11
月
15
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
東
京
大
学
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
イ
に
お
い
て
、会
計
人
東
大
会（
東
大
の
卒
業
生
団
体
）所

属
の
公
認
会
計
士・税
理
士
、
信
託
銀
行
担
当
者
、
東
京
大
学
基

金
の
担
当
者
が
資
産
運
用
や
税
務
手
続
き
、
東
大
基
金
に
つい
て

の
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
し

た
。
当
日
は
個
別
の
ブ
ー
ス
に
て

数
時
間
話
し
込
む
方
も
お
り
、盛

況
と
な
り
ま
し
た
。

本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー

Ｈ
20
年
10
月
24
日
、11
月
27
日

に
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
東

大
基
金
への
寄
附
者（
今
回
は
定
員

に
限
り
が
あ
る
た
め
、Ｈ
17
年
度
、Ｈ
18
年
度
に
ご
寄
附
い
た
だ

き
ま
し
た
賛
助
会
員
の
方
）を
対
象
と
し
た
キ
ャン
パ
ス
ツ
ア
ー
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。両
日
と
も
あ
い
に
く
の
空
模
様
で
し
た
が
、

安
田
講
堂
を
出
発
地
点
と
し
、
東
京
大
学
の
現
役
学
生
が
赤
門

や
三
四
郎
池
な
ど
の
名
所
を
案
内
い
た
し
ま
し
た
。

銘
板
公
開

東
京
大
学
の
安
田
講
堂
に
は
東

京
大
学
基
金
に
累
計
で
30
万
円

以
上
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た
方

の
お
名
前
を
刻
印
し
た
銘
板
を
掲

示
し
て
、
感
謝
の
意
を
末
永
く
表

明
し
て
お
り
ま
す
。
安
田
講
堂
の

銘
板
を
公
開
す
る
日
を
設
け
て
お

り
ま
す
。
当
日
は
安
田
講
堂
正
面

玄
関
に
て
担
当
者
が
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お

越
し
下
さ
い
。

安
田
講
堂
銘
板
公
開
日

公
開
時
間
　
12
時
〜
16
時

平
成
21
年
２
月
27
日（
金
）・３
月
27
日（
金
）

小石川植物園セミナー

ホームカミングデイ基金相談コーナー安田講堂銘板

若
手
の
卒
業
生
、
在
校
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

私
の
大
好
き
な
言
葉
で
す
。
皆
さ
ん
も
是

非
、
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
少
に
し
て
学
べ
ば
、
則
ち
壮
に
し
て
為
す

こ
と
有
り
。
壮
に
し
て
学
べ
ば
、
則
ち
老
い

て
衰
え
ず
。
老
い
て
学
べ
ば
、
則
ち
死
し
て

朽
ち
ず
。」
（
江
戸
時
代
後
期
の
儒
者
佐
藤

一
斎
の『
言
志
録
』）

応募先：tft@adm.u-tokyo.ac.jp
FAX：03-3814-5368

（氏名、卒業年、ご連絡先をお知らせ下さい。なお人数の関係上、必ずしも全員
の方がご参加いただけない場合があることをご了承下さい）

参照URL：http://www.todai-alumni.jp

実施日 平成21年6月29日（月）～7月1日（水）

場　所 東京大学山上会館（ワークショップ・レセプション）

学士会館（フェアウェルパーティー）

東京大学では国際交流活動の一環として、同窓会組織の相
互理解を深めることを目的に『東大・イェール大卒業生国際交
流会』を開催いたします。

ご参加、ご協力いただける方を 募 集 しております。




